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8月 ロ写

大公望800人が


鮎と涼つかみどり
 
さる 7月21日(日)勝浦川今山橋河川敷において

町内外約800人がつどい，ぁゅのつかみどりやじ

んそく狩り，ゲームなどを楽しみました。

町民のうごき

世帯数  1，982・人口 男 3，876女 4，035計 7，911(昭和60年 B月30日現在)


出生男 4女 3計 7・死t男 2女 3針 5・転入男 5女 4計 9・転出男 6女 4計 10(昭和60年 6月中)


広報かつうら 8月号 =182・昭和何年 8月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -2511(代)
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MUS04
テキストボックス
勝浦川あゆまつり
ワイワイあいすday

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



乙本土」乙 q..<::;'~準 ~I盤ご C手数掌 ~ω {tíI掴 

畿ーヨムム� 

、、、

1<::;'斜辺、� 1、1 

戸『、

-t-.2-宰♀もち(>ご 
γ~冨苓t

((;) 日� tEf 8 3>09日四日� cj ι c-て� 4正会� (;81主題

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



( 、

一、、

第182号らつずこ〉カゐ

勝
浦
町
は
、
徳
島
税
務
署
管
内

で
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
や
、

税
金
を
振
替
納
税
に
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
最
も
充
実
し
て
い
る

と
推
奨
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
「
振

替
納
税
宣
言
の
町
」
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
税
金
を
納
め
る
方
法

と
し
て
、
納
税
義
務
者
が
町
へ
直

接
納
め
る
の
で
な
く
、
納
税
貯
蓄

組
合
に
加
入
し
、
納
税
義
務
者
が

指
定
し
た
金
融
機
関
(
銀
行

・
農

昭和60年� 8月 l日(3) 

勝浦町では、ノj、税院で飲料水の供給を行 って い

る施設のも宅備事業に対し、補助金を交付すること

になりました。

補助金の交付要綱はっさのとおりです。

O目� 的 良質な飲料水の供給とともに、施設の

充実と改善を図る 。� 

O規 模� 20人以上� 100人未満の飲料水か、供給可

能なIJ(fi設。

O補助金 守主{賄事業伐の� 3分の�  iとし、� 20万円を

限度とする 。

なお、経1賄事業

の要望カ、ありまし

たら、住民福祉課

までこi主総くださ� 

協
等
)
の
預
金
か
ら
町
へ
娠
込
む

方
法
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

と
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
り
納
期

限
を
忘
れ
る
こ
と
も
な
く
大
変
便

利
だ
と
よ
ろ
こ
、
ば
れ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
こ
の
振
替
納
税

制
度
を
な
お
一
層
多
く
の
人
に
利

用
い
た
だ
き
、
町
税
は
も
と
よ
り

県
税

・
国
税
に
つ
い
て
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
「
振
替
納
税
宣

言
の
町
」
と
し
ま
し
た
。

と
し
、
町
民
が
直
接
負
担
す
る
大

切
な
財
源
て
す
。
納
税
義
務
者
が

税
金
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

納
期
内
納
付
を
「
あ
い
言
葉
」
と

し
て
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
よ

う
お
奨
め
し
ま
す
。

い
ま
勝
浦
町
で
は
、
五
千
三
百

七
十
七
名
の
納
税
義
務
者
か
い
ま

す
が
こ
の
う
ち
、
八
七
・
八
バ
�
 
1

セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
千
七
百
二
十

二
名
の
人
が
こ
の
振
替
納
税
制
度

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
�
 
v

」
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
町
役
場
税
務
保
険

課
又
は
、
最
寄
り
の
納
税
貯
蓄
組

合
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

|
特
別
証
書

お
忘
れ
な
く
|
t

八
月
期
の
支
払
い
は
、
八
月
十

二
日
(
月
)
と
十
三
日
(
火
)
に
各
指

定
郵
便
局
で
お
支
払
い
い
た
し
ま

す
の
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
は
証
書
を
お
預
か

り
し
、
次
回
か
ら
の
金
制
酬
を
打
ち

込
み
し
ま
す
の
で
指
定
日
以
降
に

受
領
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
指

定
郵
便
局
で
受
け
取
ら
れ
、
証
書

を
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

区分 四 輪� E事
原付向転車

迅i 中ム 席 助 手 席

場所 調:r~数 着 用 数 着用率 調主t数 着用数 着用率 調査数 着用数 着用率

勝浦1111生名� 

ノ、イ パス西詰� 
3 1 2 4 

η/0/ 

774. 223 132 
% 

59.2 3 9 1 2 8.30

税
金
は
、
公
平
、
公
正
を
原
則

勝
浦
町
が

「
振
替
納
税
宣
言
の
町
」

八

月

中

旬

除

幕

式

福
祉
年
金
支
払
日
�
 

%1 

8
月
ロ
・
日
日

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

パ
ー
セ
ン
ト
を

O
O

ヘルメット -シートベルト着用状況

調査日時 昭和60年� 7月22日(月) 午前� 7時40分~午前 8時20分

場所 勝 浦 町 生名ノ、イパス西詰三 さ路

一
�
 

め
ざ
し
て

去
る
七
月
二
十
二
日
(
月
)
午
前

七
時
三
十
分
か
ら
約
一
時
間
生
名

バ
イ
パ
ス
仁
、
わ
い
て
、
ン
�
 ト
ベ

l

ト
着
用
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト

の
着
用
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。
着
用
一
�
 O
O
パ
ー
セ
ン

ト
を
め
ざ
し
、
町
民
一
丸
と
な
り

運
動
を
も
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

y

ル
ト

・
へ
ル
メ

L、。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
小規模水道の施設改善に補助金交付



第182号 カ込 Jコ つ ら 昭和60年� 8月1日 (4) 

リ-ヌ
 

O O

一

地
区
外
の
人
も
こ
れ
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ま
た
、
道

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
五
日

路
に
し
ろ
街
灯
に
し
ろ
周
辺
地
域

農
業
振
興
地
域
に
関
す
る
法
律

の
人
々
が
利
用
で
き
る
こ
と
は
い

昭
和
四
十
四
年
七
月

一
日 

で
は
各
種
の
講
座

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

や
学
習
会
が
催
さ

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特

れ
て
い
ま
す
が
、

別
惜
置
等
に
関
す
る
法
律

同
和
対
策
事
業
は

誰
の
た
め
に
?

「
同
和
対
策
事

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法

業
に
よ
っ
て
得
を

生
活
環
境
が
劣
悪
な
た
め
に
伝

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日

し
て
い
る
の
は
同

染
病
が
発
生
す
れ
ば
そ
の
周
辺
地

山
村
振
興
法

和
地
区
の
人
た
ち

域
に
も
お
よ
び
、
火
事
が
発
生
し

昭
和
四
十
年
五
月
十
一
日

ば
か
り
だ
」
と
考

消
防
車
が
入
れ
な
い
と
火
が
広
が

え
て
い
る
人
が
た

り
周
辺
の
家
々
も
焼
什
て
し
ま
い

雌
島
振
興
法

く
さ
ん
い
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日

特
に
同
和
地
区
の

こ
の
よ
う
に
周
辺
地
域
の
人
々

同
和
対
策
事
業
は
、
た
だ
生
活

周
辺
に
住
ん
で
い

の
生
活
も
、
同
和
対
策
事
業
で
よ

を
向
上
す
る
た
め
に
の
み
行
っ
て

る
人
々
に
多
い
よ

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は


う
で
す
。
し
か
し
、

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業


現
実
に
は
同
和
対

も
う
一
つ
考
え
て
も
ら
い
た
い

の
目
的
は
あ
く
ま
で
人
々
の
心
か


策
事
業
に
よ
っ
て

の
は
、
同
和
対
策
事
業
だ
け
が
特

ら

「差
別
し
を
な
く
す
た
め
で
す
。


周
辺
地
域
の
人
々

そ
し
て
誰
も
が
差
別
さ
れ
る
こ
と


O O O

別
な
法
律
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

の
な
い
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

の
生
活
は
、
ず
い

で
す
。
徳
島
県
下
だ
け
を
み
て
も
、

ぶ
ん
と
便
利
に
な

地
域
を
指
定
し
そ
こ
だ
け
に
適
用

た
め
で
す
。

tt

4

担増塁塁� 

っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
法
律
は
た
く
さ
ん
あ

「
同
和
問
題
研
修
テ
キ
ス
ト

同
和
地
区
に
建

り
ま
す
。
参
考
ま
で
に

一
部
を
紹

展
望
」
よ
り

て
ら
れ
る
隣
保
館

ま
す
。

な
り
ま
せ
ん
。

介
し
ま
す
。 

10月1日(火)
国勢調査に� ご協力を

10月1日、全国い 月下旬から10月� t旬にかけて、調査員がお宅に

っせいに国勢調査が お伺いしますので、よろしくご 力をお隣t';i/ l-、し

行われます。 ます。

国勢調査は、大正� 

9年から� 5年ことに

実施され、今回で14

一中
川
剛
一
一

査調泊
所固

回目となります。調

査の結果は、福祉、雇用、住宅、環境整備など、

わたしたちの暮らしに密着したさまさまな問題

について、国や都道府県、市区町村が行う行・

財政施策の重要な資料として利用されます。� 9 
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MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズ
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つ'コカ込昭和60年� 8月� 1日(5) ら 第182号

O

験護揚言語


町
議
会
新
構
成
決
ま
る


マ
総
務
常
任
委
員
会

。
平

岡

武

�

 

押
菜

岡

本

富

治

河

野

岡

本

栄

一

中

西

マ
厚
生
常
任
委
員
会

。
岡

重

夫

�

 

長
田

滝

口

良

一

山

本

美

芳

宮

本

マ
産
業
建
設
常
任
委
員
会

。
川
口
幸
一
�
 

氏

O O

若

木

町

世

井

出

幸
夫

議

長

副
議
長

マ
同
和
対
策
特
別
委
員
会

。
折
部
健

一
郎
�
 
斉

木

議

滝

口

良

一

阿

重

夫

山

下

車

鷺

。
押

菜

義

雄

�

 
川

口

幸

一


西

浜

勝

己

岡

本

富

治


宮

本

政

明

長

田

工


委
員
会

O

義

雄

氏

押 滝
耳石
フK 口

良

山

本

美

芳

マ
工
場
誘
致
調
査
特
別
委
員
会

山
下

ur 藍島

萌轟工

折
部
健
一
郎

O

。
中

西

晴

美

�

 
西

浜

勝

己

若

木

肇

山

下

豊

蕎

O

押

栗

義

雄

マ
小
松
島
市
ほ
か
三
町
村
衛
生
組

合
議
員

中

西

晴

美

山

下

豊

害

時

押

栗

義

雄

マ
小
松
島
市
ほ
か
ニ
町
総
合
隔
離

病
舎
事
務
組
合
議
員

滝

口

良

一

若

木

山

本

美

芳

マ
東
部
広
域
農
道
整
備
促
進
特
別

中

西

晴

美

西

浜

勝

己

郵
便
局
簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
施
設

郷土づく りに役立つ

簡易保険の積立金

生

比� 

:t>ζ 

'" 

lJ 

晶子

校

棚

野

地

区

集

会

所

就
任
あ

こ
の
た
び
の
六
月
定
例
議
会
に

お
き
ま
し
て
町
議
会
議
員
の
改
選

が
あ
り
、
前
議
長
山
下
豊
誇
氏
、

前
副
議
長

山
本
美
芳
氏
の
後
を

受
け
て
、
は
か
ら
ず
も
不
肖
私
共

が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
現
在
の
勝
浦
町
に
は
基
幹
産
業

の
振
興
、
健
全
な
財
政
運
営
の
降

立
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
は
な
は
だ
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
懸
案

事
項
の
解
決
の
た
め
、
ま
た
円
満

な
る
談
会
運
営
と
勝
浦
町
の
発
展
、

町
医
福
祉
の
向
上
に
専
心
努
力
を

い
た
し
重
責
を
ま
っ
と
つ
す
る
決 い

支
」

つ

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
た
の
な
お
い

っ
そ
う

の
ご
指
導
、
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

き
る
六
月
の
町
議
会
議
員
の
改

選
に
伴
い
、
新
し
い
各
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

(。
委
員
長
�
 O
副
委
員
長
)

一¥

チ義
啓 ヅ 雄 �  

議 長

滝口良一氏

川
口
幸
一盛-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
6月定例議会
町議会新構成決まる



J第182号 カ込 コ つ ら 昭和� 60年� 8月� 1日 (6) 

〈ケ〈ケ 

l •

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン

• 

油
断
す
る
な
/

庭
園
内
の
水
事
故

い
よ
い
よ
夏
本
番
、
子
供
た
ち

は
夏
休
み
に
入
り
海
や
川
、
そ
し

て
プ
|
ル
に
行
く
機
会
が
多
く
な

り
、
水
事
故
い
か
心
配
な
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
を
水
の
犠

牲
者
に
し
な
い
た
め
保
護
者
や
大

人
は
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

入
の
意
思
い
か
な
け
れ
ば
、
代
金
を

支
払
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
返
送

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
三
か
月
(
商
品
の

引
き
取
り
請
求
を
し
た
場
合
は
一

か
月
)
の
期
間
内
に
商
品
を
使
用

し
た
り
消
費
し
た
場
合
は
、
購
入

す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、

代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
で

muか
ら
開
講
し
ま
す
。

(
官
庁
十
の
み

J

く
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
購
入
す
る
意
思
が
な
け
れ

ば
、
期
間
が
過
ぎ
る
ま
て
、
そ
の

ま
ま
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
例
は
、
代
金

の
支
払
い
を
せ
ず
に
済
み
ま
し
た

し
、
ケ
ー
ス
②
は
、
百
貨
屈
に
引

き
取
る
よ
う
告
げ
た
ら
、
手
違
い

で
あ
っ
た
の
で
請
求
書
を
破
棄
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

子
供
た
ち
を
見
か
け
た
ら
必
ず
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い

3

ま
た
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
の
が
自
分
の
庭
に
あ
る
池

や
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
用
水
路

で
す
。

「
ま
さ
か
あ
ん
な
所
が
」

と
思
7
所
で
事
故
が
起
き
ま
す
。

元
気
に
新
学
期
が
迎
え
ら
れ
る

よ
う
大
人
も
子
供
も
十
分
気
を
つ

け
て
夏
休
み
を
楽
し
く
過
し
ま
し

。

ト
ふ
‘
ベ勝

浦
会
館
八
月
行
事

5
日
開 

生
花
教
室

7
日
附 

手
芸
教
室

8
日
体

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会


日
日
間

着
付
教
室


加
日

ω
生
花
教
室


幻
日
附

手
芸
教
室 
(王
ノ
木
・


五
十
回
公
会
堂
)


泣
日
嗣
踊
り
教
室


お
日
幽
習
字
塾
室


訂
日 

ω
着
付
教
室


部
日
制
手
芸
教
室


日
肘
踊
り
教
室

出
日
出
習
字
教
主

各
教
主
と
も
午
後
七
時
三
十
分

消
費
者


賃
闘
精


l

…
F

ス
①
〉
申
し
込
み
も
し
な

購
入
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

社
会
総
合
大
学

」
予
一
醤
巳
の
お
知
ら
せ

，
習
字
学
級

八
月
二
十
七
日
(
火
)
ト

一一

時
間

午
後
九
時 

場
所

一
一墨
総
学
級

八
月
十
七
日
(
土
)


一

時
間


場
所

一
短
叡
学
級

一

i

d

八
月
二
十
日
(
火
)

午
後
七
時 

P

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

八
月
七
日
(
水
)

午
後
七
時
三
十
分
1
午
…

後
九
時
三
十
分

私
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

九
月
十
四
日
(
土
) 

い
の
に

一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ

け
て
き
て
、
代
金
を
請
求
さ
れ
た

り
、
返
事
が
な
け
れ
ば
購
入
す
る

も
の
と
み
な
す
と
し
て
代
金
を
請

求
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
商
法
を

ネ
カ
テ
ィ
フ

・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
い

い
ま
す
。

い
の
に
突
然
、
雑
誌
が
送
ら
れ
て

き
て
、
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。
以

前
、
同
社
の
懸
賞
に
応
募
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
購
読
の
申
し
込
み

を
し
た
こ
と
が
な
い
。
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。

商
品
を
一
方
的
に
送
付
さ
れ
、

拒
否
の
通
知
を
し
た
り
商
品
を
返

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る

と
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
迷
惑
な

話
で
す
。 

一
方
的
に
商
品
が
送
ら
れ
て
く
る

l
ス
②
〉
注
文
も
し
な
い
の

に
、
二
か
月
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割

合
で
、
通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
が

送
ら
れ
て
き
て
い
た
。
四
回
目
に

断
っ
た
ら
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

〈ケ 

ス
③
〉
注
文
し
な
い
の
に

本
が
送
ら
れ
て
き
た
。
代
金
の
請

求
会
官
が
同
封
さ
れ
て
い
た
が
、
返

送
し
て
も
よ
い
か
。

は
、
注
文
も
し
な
い
の
に
商
品
が

送
付
さ
れ
た
場
合
、
送
付
の
あ
っ

た
日
か
ら
数
、
え
て
=
一
か
月
(
販
売

業
者
に
商
品
を
引
き
取
る
よ
、
つ
告

げ
た
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら

一
か

月
)
経
過
し
て
も
販
売
業
者
が
引

き
取
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
商
品

を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

崩

霞:


、、、ー

題

「霧」

出
詠
締
切
日

八
月
二
十
日
」

駐
在
所
だ
よ
り

。
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

車
の
車
両
に
よ
る
自
損
事
故
も
す

ぐ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
、
家
出
人
の
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

O
阿
南
警
察
署
八
月
六
日

徳
島
東
警
察
署

八
月
九
日
、
十
日

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
て
も

七
時
間
滞 
)
受
議
さ
れ
る
か
た
は
、

時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

る
と
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
腕

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
購入の意志がなければそのまま保管を

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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く川� 1抑〉ム

一飼い犬は必ずつないてくださいー

不用犬買い上げ日� 

8月� 7目。:k)
 

8月21目。:k)


成犬� 300円
 K小犬� 100円

午前10時 一午後� 3時 おがた さ郎太 日

味会
え
る
か
も
し
れ
ぬ
コ
ー
ヒ
ー
飲

み
に
行
く

立

川

僑

本

梢

ユ
ー
タ
ー
ン
し
て
門
灯
の
温
か
さ

久
し
振
り
の
朝
日
へ
予
定
感
り
上

げ
る

野
良
犬
に
も
う
呼
び
笛
は
届
か
な

い

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

漬
物
は
姑
に
限
る
と
み
ん
な
食
い

回
廻
り
は
背
中
の
孫
と
話
し
つ
つ

欲
し
い
服
ゼ
ロ
が
一
と
け
た
多
す

ぎ

て

立

川

堀

梅

子

台
風
の
目
が
列
島
を
に
ら
み
あ
げ

降
り
続
く
軒
の
愛
杖
黒
化
粧

坂

本

日

浦

翠

峰

天
気
図
に
振
り
廻
さ
れ
て
農
作
業

黙
々
と
己
が
道
ゆ
く
か
た
つ
む
り

坂

本

畠

図

久

恵

老
人
の
冷
や
水
入
れ
る
い
い
器

憧
れ
て
過
す
余
生
に
甘
、
ぇ
居
る

坂

本

谷

富

士

縫
い
返
す
事
も
な
き
衣
の
ミ
シ
ン

踏
む

ド
ル
紙
幣
し
わ
に
な
り
お
り
旅
帰

り

与

川

内

新

居

義

子

宅
急
便
送
る
ば
か
り
の
母
で
い
る

七
人
の
敵
が
あ
る
か
ら
湧
く
フ
ァ

イ

ト

横

瀬

中

国

万

里

客
足
の
や
っ
と
途
切
れ
た
お
茶
の

寺
の
門
並
口
女
と
な
っ
た
顔
で
出
る

川
上
み
の
倖
せ
信
じ
鮎
の
ぼ
る

生

名

丸

山

香

月

欺
さ
れ
た
方
に
も
あ
っ
た
欲
の
皮

針
ほ
ど
の
峰
を
棒
に
し
て
流
す

日
の
丸
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
赤
字

線

機

瀬

稼

勢

都

景

野
ら
犬
を
追
っ
手
に
パ
ン
の
切
れ

握
る

雷
鳴
に
布
団
を
か
ぶ
る
く
せ
が
付

き

坂

本

矢

野

富

代

徳
之
島
の
大
選
暦
の
人
し
た
ふ

有
り
付
き
し
家
に
野
犬
が
吠
え
て

い

る

坂

本

た

に

ふ

じ

え

戸
籍
の
窓 

目
薬
を
さ
す
聞
に
打
っ
た
ホ 

ム

-フ
ン

父
子
で
も
フ
ァ
ン
別
れ
の
プ
ロ
野

球

生

名

倉

橋

テ

ル

zladle--dlee--4
・ 

l

会
出 
日ほ 

月
七
巴
ま
で
に

三
句
川
方
ヰ
で

H

g

et
 

返
り
先
勝
浦
町
三
渓 

e F

田
市
努
広
夫
(
都 

)
ま
で

島
内
在
住
の
か
と
に
限
り
ま
守
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
姥
叡
と
受
代
C 
-

の
ゼ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
ど
さ
い
。

t
B
E
z
-
-
2
4
-
1
7
1
2
f
Z
E
A
l
-
-」

大
牢
久
田
岡
本

ゐ
・
お
く
や
み
串
し
ま
す

{
f
三
渓 
{
f
A
U
瀬
倉
越
コ
ン
メ 

(η
歳
)

v

ト
日 

長
女
奈

字
同
党

大下沼山

竹

村

英 

5
二
号
告1 

下

神

谷

美

智

子

一 

-5
・ 

大 

t
a
E

F
H
E

T 

f
5

I
2
3
t 

f
E
/
i
j
f

J

F

美 子 隆 治 史

d
--

字
山
田
町
恵
美
子
」 

-J
L-E

市 

へ
川

手名

大
字
坂
本
字
坂
本
上
崎
武
夫
(
剖
歳
)

大
字
沼
江
字
叶
原
湯
浅
ツ
ネ
ノ
(
九
歳
)

大
守
三
添
字
滑
内
立
岩
キ
チ
ノ
(
印
歳
)

ト八字
三
渓

字

定

岡

津

江

良

一

(

町

歳

)

K

ご
結
婚
お
め
で
と
う

竹
内
鴨
川
同
一
む
長
男
健

西

野

豊

森

由

美

子

中

村

和

重

幸

山

富

恵

国

村

文

宜

田

村

明

美

ヘ
大
字
沼
江
字
川鼎
岩 

小

松

山

市

「

岡

山

県

戸
大
牢
朔
野
宇
野
神
元

ヘ
大
字
久
国
字
松
ノ
本

戸

上

勝

町 

j
I

J
i
j 

大
字
棚
野
谷
本
誠
一

字

袋

一

幸

代

」 

李

主

大

久

保

厳 

大
卒
中

向

麻

植 

ωz

十
女
乏

後

藤

雄

一

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
卒
棚
一
軒
昧
間

平
凶
久
山

一
一
件
)
長
女
千 

大 

一長

女

知

l

E
R

すた銀�  
。千子以 6 善

心に上 匿匿匿平柴浅湯上崎 月 あ意
か善意 の の回

8月定例l山配ごと相談

日時� 8月� 2日(針
ら か名名名お源

云が
、と、


富
賞
子
」

仁
志
長
女
舞

笑
千
枚
」

ド山下
 

主宰

」〈字削江

人権・行政・厚生・福祉 礼申し寄か い 実強 l
せら---------------せ� ---------------

場所� 住民福祉センタ� -2階� 

上 事� E会E基雇主
員 まう� 

げ主ま話霊 会 15 し))E)(平日でも受付しておりますので¥
お気軽にお問い合わせ ください/ まし� I-U 日 た

ーーー-一一一ー-ーーーーー一一ー一一一一一一一一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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〉
」
-
マ
今

勝
浦
病
院
小
児
科

該
当
者

昭
和
六
十
年
三
月
一
日

1
六
月
三
十
一
日
ま
で

子
宮
が
ん
の
症
状

に
生
ま
れ
た
子

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
生
理
以
外
の
出
自
の
こ
と
。
更
年
期


以
降
、
生
理
が

一
度
止
ま
っ
て
い
た
あ
と
に
、


ま
た
出
血
が
は
じ
ま

っ
た
よ
う
な
と
き
に
も
、


必
ず
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


こ
れ
は
夫
婦
関
係
の
あ
と
の
出
血
の
こ
と
で
、

と
く
に
中
年
の
婦
人
で
は
重
要
で
す
。
激
し
い

労
働
の
あ
と
や
、
り
き
ん
だ
り
し
た
と
き
に
軽

い
出
血
を
み
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

ピ
ン
ク
や
茶
褐
色
、
と
き
に
黒
禍
色
の
お
り


も
の
が
ふ
え
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。


乳
児
健
康
診
査

婦
人
が
ん
(
子
宮
・
乳
腺

甲
状
腺
)
検
診
の

実
施
に
つ
い
て

婦
人
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
と
死
亡
ゼ
ロ
を
め
さ
し
て
次

の
と
お
り
検
診
を
行
い
ま
す
。
検

査
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
三
十
歳

券
、
す
ぎ
た
ら
年
に
一
度
は
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ

い
。

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
の
検
診
で
は
、
ス
メ

ア
テ
ス
ト
と
い
っ
て
、
分
泌
物
を

と
り
、
そ
れ
を
顕
微
鏡
で
し
ら
べ

る
細
胞
診
が
一
般
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

分
泌
物
を
と
る
方
法
に
は
、
自

分
で
採
取
す
る
方
法
と
、
専
門
医

に
よ
っ
て
採
取
す
る
方
法
と
が
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
専
門
医
に
よ

っ
て
採
取
す
る
ほ
う
が
確
実
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

ス
メ
ア
テ
ス
ト
の
ほ
か
に
、
診

察
に
よ
っ
て
、
子
宮
頭
部
の
び
ら

ん
な
ど
の
異
常
か
あ
る
と
き
に
は
、

そ
の
一
部
を
切
除
し
て
、
が
ん
性

の
変
化
が
あ
る
か
ど
う
か
く
わ
し

く
し
ら
べ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

婦
人
科
検
診
は
、
子
宮
が
ん
の

早
期
発
見
が
大
き
な
目
的
で
す
が
、 

子
宮
筋
腫
も
か
な
り
高
率
に
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

と

き

一
才
六
ヶ
月
児

健

康

診

査

こ
の
検
診
は
心
身
発
達
に
重
要

八
月
二
十
八
日 
(水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
三

時

イ叉 間毅急当番表 婦人がん検診日程

場 所

I反本集会所�  

住民福祉センター� 

H寺� t¥Jr

12 :30 

-]4:00 

12: 30 
-14: 00 

月日�  

% (日) 

%(日) 

....400円.......子宮がん料金
乳 JI泉 ・ ~fI状 lj~l . . .... 250円

な
時
期
に
行
う
も
の
で
す
。
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

八
月
二
十
一
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分

1
二

時
三
十
分

と
二
ろ

勝
浦
病
院
小
児
科

該
当
者

昭
和
五
十
八
年
十
二
月

一
日 

昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十

l

八
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
、
問
診
察

8司 2巴 山西医院�  9月 17日 土勝第2診療所

湯浅医院�  

〔電話番雪]� 

勝湾病院� 

2-2555 

山首医院� 

2-3027 

湯浅医院� 

2-2003 

上勝第2 
ã~望書所 

5-0152 

④巳 勝;潤病院�  19日
6白 上勝第 2ð~療所 21日 勝浦 病院
3巳 湯浅医院 ③日 赤岩医院�  

勝浦 病院10巴 勝浦病院�  25巳
12己 赤岩医院 �  27巴� Lυ 西医院�  
14日 勝浦病院 ③日 勝浦 病院
16白 山西医院�  10月 1日 湯浅医院�  
⑮臼 勝浦病院�  3日 勝浦病院
20日 上勝第 2ã~療所 5日 赤岩医院�  
22日 湯浅医院 �  7臼 勝浦病院�  
24臼 勝浦病院�  9 6  山西医院

勝湾病院26日 赤岩医院�  11日
28日 勝淘病院 ⑬臼 湯浅医院�  
30日 山西医院 �  15日 勝 浦病 院�  

9月①白 勝湾病院�  17日 赤岩医院�  
3日 」二勝第2診療所� 19日 勝浦病院�  
5臼 湯浅医院�  21日 山 西 医 院 �  
7日 勝浦病院�  23日 勝浦 病院�  

9日 赤岩医院�  25日 湯浅医院�  
11日 勝浦病院 ③巴 勝浦 病院�  
13臼

⑬日

山西医院 �  

勝浦病院�  

29日

31日
赤岩医院

勝潟病院

平日 午後6時から翌朝午前9時迄
休日 午後7時かう翌朝午前9時迄

¥}  

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
血ｓ




